
普遍的呼びかけとしての 3・1 独立宣言書   

 

「日本は、朝鮮との開国の条約を丙子年（1876 年）に結び、（朝鮮を自主独立の国にすると

いう約束は守られず）そこに書かれた約束を破ってきた。しかし…わたしたちは、自分たち

自身をはげまし、立派にしていこうとしていて、そのことを急いでいるので、ほかの人のこ

とをあれこれ恨む暇はない。…日本の政治家たちのために、犠牲となってしまった、現在の

不自然で道理にかなっていないあり方をもとにもどして、自然で合理的な政治のあり方に

しようとするということである。 

…ああ、いま目の前には、新たな世界が開かれようとしている。武力をもって人びとを押さ

えつける時代はもう終わりである。過去のすべての歴史のなかで、磨かれ、大切に育てられ

てきた人間を大切にする精神は、まさに新しい文明の希望の光として、人類の歴史を照らす

ことになる。新しい春が世界にめぐってきたのであり、すべてのものがよみがえるのである。

酷く寒いなかで、息もせずに土の中に閉じ込もるという時期もあるが、再び暖かな春風が、

お互いをつなげていく時期がくることもある。いま、世の中は再び、そうした時代を開きつ

つある。そのような世界の変化の動きに合わせて進んでいこうとしているわたしたちは、そ

うであるからこそ、ためらうことなく自由のための権利を守り、生きる楽しみを受け入れよ

う。そして、われわれがすでにもっている、知恵や工夫の力を発揮して、広い世界にわたし

たちの優れた民族的な個性を花開かせよう」（外村大・東京大学教授訳）。 

 

  


